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また、実施に必要な授業時数は、第 1 学年が 70～100 単位時間、第 2 学年が
70～105 単位時間、第 3 学年が 105～130 単位時間と配当された。基本的には
1 年間は 35 週、1 単位時間は 50 分なので、70 時間というのは 1 週間で 2 単位
時間の配当ということになる(3)。 
この約 20 年間にわたり、2 回の大きな改訂を経てきた教科であるが、3 回分
の学習指導要領の「総合的な学習の時間」についての記載内容を対応させなが










表 1 中学校学習指導要領における「総合的な学習」についての記載内容の変化 
1998（平成10）年 2008（平成20）年 2017（平成29）年 


















































































第 4章 総合的な学習の時間 


























































































































































































































































































































































2 第 2 の内容の取扱いについ
ては、次の事項に配慮するもの
とする。 








































2 第 2 の内容の取扱いについ
ては、次の事項に配慮するもの
とする。 














































































































































2003（平成 15）年では、小川倫子氏が、茨城大学教育学部附属中学校で 6 年
間続けられてきた Webbing 学習とコミュニケーション学習という 2 つの総合













































































校に 80 名が入学し、高等学校で 240 名が入学して合わせて 320 名の規模とな
る。中学校の教員の半分は高校の教員が占めているのが特徴である。一昨年度
























































































当時の 3 学年は、2 クラスで計 80 名ほどの人数であり、教員は学年主任 1、

























































資料 2 研究計画書 
研究計画書 
       組  番 氏名         
   
1 研究テーマ                      






































































写真 1 文化祭での発表の様子 1 
 
 
写真 2 文化祭での発表の様子 2 
84 

















このように実施した探究学習は表 2 のように起点となる 4 回の発表会を軸に
運営されていることがわかる。  
 
表 2 研究発表の時期と内容 
時 期 発表会 内 容 




9 月 研究発表会 
A4 版 1 枚の紙に整理してまとめ、
クラスで発表する。 









































































































（平成 18）年 10 月 24 日））の報道など。 
(2) 文部科学省『中学校学習指導要領』（1998（平成 10）年）「第 1 章 総則 第 4 総
合的な学習の時間の取扱い」参照。2003（平成 15）年に一部改正された。 
(3) 2008（平成 20）年の改訂では、実施に必要な授業時数は、第 1 学年が 50 単位





(4) 文部科学省『中学校学習指導要領』（2008（平成 20）年）「第 4 章 総合的な学習
の時間」（表 1 の記載事項参照）。 
(5) 2017（平成 29）年に告示された学習指導要領を新学習指導要領と表記する。 
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